総会抄録 by 大図,重弘
へ3
第 5号 第36回千葉医学会総会，第4回千葉県医師会学術大会 -2401~ 
雨耳鼻科領域腫蕩 190例，食道癌208例， 胃癌 194 することが本病発生の必須条件で成長期をすぎて流
例，腹部腫虜 54例，肺癌81例，乳癌250例，女性 行地に来てもかからない。
性器癌 71例，泌尿生殖器腫蕩39例，皮膚癌30例， 本病の原因は地表又は地下の植物性有機物が飲料
甲状腺癌 41例， 骨肉腫 13例， 淋巴肉腫 10例，細 水K溶け，これを長く飲用すると唾液腺内分泌組織l
網肉腫 62例，ホヂキン氏病 19例である。 が障害され乙の唾液腺ホルモン欠乏で起ると考えら
良性腫蕩では血管腫64例，甲状腺腫48例の合計 れる実験的根拠がある。 
112例である。 従って本病の治療には唾液腺ホルモンを補う ζと
以上の疾患についてその放射線治療の方法と成績 によって軽快し得るし，叉予防としては飲料水を煮
について報告する。 沸して有機物を分解するか炭末で吸着漉過後飲用す
質問鈴木五郎(千葉病院長) れば予防が出来る。
乳癌についてはいわゆる根治手術として余りいぢ 追加相磯和嘉(腐研〉
らぬ方がょいと云う意味の様ですが，そうでしょう 本研究に 2年前から協力しているものであるが，
か。河合先生の理論とは叉別K実際上の問題として 本病が日本K広く分布していることと，飲料水が原
です。 、 因であること，成長期の子供が擢患する ζと等は国
河合先生の討議に対する応答寛 弘毅 民体位の上で重大な問題である。原因物質について
乳癌の放射線療法では 3度は姑息的手術かまたは は抽出物の化学性状が明らかになりつつあり，近く
手術をしない方が成績はよい。 判明する筈である。 
2度の場合は根治手術後，後照射を行うのであるが， 
3度に近い 2度の場合手術があまり広範囲に亘ると 24. 燐酸エステルの水解と転移作用
後照射は殆んど不可能になり再発も多い。手術をあ 佐藤匡司(医化学)
る程度に止める癌細胞は残るが，乙れを放射線で根 燐サリチJレ酸 (PS)はサリチル酸の 0位 OHが
治させ得る。 、 燐酸エステ jレ化されている化合物で，その水溶液は 
1度の場合は手術者の経験で必ずしも後照射を必 pH 5.6を至適酸度として自然水解をうけるが， pH 
要としない。 2にては水解され難く， アルカリ性では安定である
追加河合名誉教授 (問中〉。叉銅イオンは pH5.61とてその水解速度を 
癌の根治的手術lこついて私の考え方を述べると， 10倍にし，鉄イオンは基質難水解酸度たる pH 21乙
根治的手術という lものは，全身状態と腫湯の発育と て顕著な触媒作用を示した。そ ζで PSを燐酸供与
のバランスを考えて行うべきである。従って，早期 体とする非酵素的および酵素的燐酸転移を比較し
のものはバランスを害することなく，むしろ好転を ?こ。 
期待して根治手術を行う乙とが出来る。これに反し PSの腎モノエステラーゼ (pH9) による水解， 
て晩期ではそれが不可能である。寛教授はとの点を pH 5.6 rc.ての自然水解，また Fe爪 CuH触媒によ
放射線療法について指摘されたものと考える。 る水解のとき行われる共存メタノールベの燐酸転移
を比較すると，乙れ等三つの場合転移率は近似して
H 
究して来たが，戦後日本の各地(一道，14県)!と本 た。
病が蔓延しているととを確かめた。その流行地の特
長はデルタ地帯と山聞の沢の地帯である。本病の特
25. Serotoninの生物学的定量法の吟昧
長は生れた時には異常がなく，小学校の上級生頃か 
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ら成長期に亘って著明な骨軟骨組織の変性を起し， 教室では多年生体内における微量活性物質につい
発育障害の強い時は保{需を形成し，軽度の時は全身 て研究を行い， Acetylcholine，Histamineなどに
殊に手指骨関節の腫大を来す疾患で全身の弾力組織 ついてはすでに 2. 3の発表がある。 しかし最近知
にも変性が起る。従って成長期に長く流行地で生活 られた微量活性物質 Serotonin(5-HT)の生体内
応ピクれ反は一さと酸パ定メるとをもず剤法り生開線よき展外 ル燐一同一 ペてノチるいタメす用燐 水とを紫はの水い酸乙'行
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における役割についてはなお十分明らかで、なく，そ 体と糖類との関係を検べたところ，フォルスマン抗
の定量法についても検討すべき点が多いので 5-HT 体は d-Galactose，Lactose Ir.より抑制され，他の
の生物学的定量法について吟味を行った。検定材料 抗体は d-Galactose，Lactose，Laevulose Ir.より
としてはモルモット回腸，ラット大腸，ラット胃底 その作用を抑制されるととを見た。 
部などを用い， magnus法lとよりその感度を比較
検討したが，ラットの胃底部の縦走筋を使用する 
28. 解剖標本の国産樹脂による包埋
Vane法の変法が最も敏感でつねに 2ng/ccより低
。大谷克己，新井一夫，松本一暁
濃度の 5-HTIr.反応し，またつねに比較的均一な反
松本伊予子，大川治夫，久野恒一
応を示し，個体差も少く，ホJレモン投与，絶食など
(第 1解剖) 
の前処置を必要としない利点もあり， ζれらにより ζれまで報告され，また供覧された国産ポリエス
5-HTの生物学的定量法としては最も適当であると テル樹脂による包埋標本では，樹脂が黄色を呈し，
思われる。 また若干のにCりがあって実用品としては難点があ
るようにみえる。しかし，国産樹脂も使用法を改め
26. 小児耳下腺唾液 Na，K濃度に関する研究
。吉田 亮，山口利一郎(小児科)
れば充分に無色透明となり，演者が先に報告したア
メリカ製の樹脂l乙比して殆んど遜色のない標本がで 
4~12 才の健康小児 35 名托就きピロカ Jレピン刺 きる。使用法は，まずエポラック G200P(日本触
激前後夫々 30分間の耳下腺唾液を採取した。刺 媒)Ir.，触媒として M(日本触媒)またはパーメ
激前の平均流出量は 3.6cc，平均 Na濃度は 4.35 ック(理研合成)を 1%の割に加え，更に反応促進 
mEq/L，平均 K濃度は 28.2mEq/Lであった。ピ 剤とじて E (理研合成)を 0.15%及び KD(日本
ロカルピン刺激Kより流出量平均 (14.7cc)，Na濃 触媒)を 0.1%に混じて樹脂液をつくる。他方包埋
度(平均 22.9mEq/L)は著明に増加し， K濃度 のために型をつくり， ζれに，固定ののち，グリセ
(平均 17.3mEq/L)は減少する傾向にあった。尚之 リンないしこれに類する液及びア'セトンで処理した
等の変化は刺激後 15分にして最高に達し， 30分後 材料をのせて，上述の樹脂を注ぎこむ。こののち 1 
Kはほ Y刺激前の値比復帰した。次に 6~12 才の ないし 2週間をへて均等に少しの温度を加え，標本
急性腎炎患者 27名に就き同様の検査を試みたが， を型からとりはづす。
発病初期l乙はピロカルピン刺激による Na濃度の増 質問鈴木正夫(第1生理)
加は著明でなく，病勢の寛解と共Ir.，健康小児と同 触媒及び促進剤を選別方法は?
様l乙刺激後 Na濃度が増加する傾向が見られた。 応答大谷克己 
樹脂，触媒，反応促進剤は一組として販売されて
27. 植物性凝集棄の性状について
おりますが，一つの会社のそれらだけでは満足すべ
木村康，石坂明(法医学) き標本ができません。樹脂はA会社，触媒はB会社，
植物の種子，特に豆類の浸出液中に血球凝集素が 反応促進剤は C会社のものといったように樹脂，触
ある ζとは M. Jacoby (1901)の報告以来幾多の 媒，反応促進剤のもっともよいものを集めて，はじ
業績により明らかにされている。近年これら凝集素 めて無色透明でしかも廉価な樹脂槽本をつくりえま 守
のあるものには抗 A，抗 B，抗 0，抗 C，抗 M， した。 
抗 N 等が次々と発見され， 余等の教室l乙於ても先
年 Phaseolus vulgarisの浸出液中にフォ Jレスマン
29. 高血圧集団検診の研究(その 1)
抗体を見出している。また，これら植物性凝集素は 眼底所見について
血清中の正常抗体や免疫抗体と異って糖類によりそ
。新井宏朋，川上秀一，佐藤泰義
の作用を抑制されるととが明らかにきれており，血 多紀英樹，浦屋経宇(公衆衛生学〉
液型物質の化学構造を知る研究の一助とされてい 1) 我々は昭和 32年3月より現在までR.，各種
る。余等は Phaseolus vulgaris他 5種の豆の畏 の社会集団で約 3000名応対し精密眼底検査を主と
出液について人血球，各種動物血球との凝集反応を する高血圧，血管硬化集団検診を実施し，その成績
行い，フォ Jレスマン抗体と他の広い範囲で諸種血球 の一部は既に報告した。その結果，従来の検診でひ
を凝集する抗体とが存することを見たが，これら抗 ろく使用されている上時血圧測定，尿蛋白検査，心
